
別記様式第３号（第４条関係）
（Ａ４）

下記の者は、解体工事に関し、下記の通り実務経験を有することに相違ないことを証明します。 年 月 日
石川県〇〇市〇〇町
株式会社　△△
代表取締役　□□

証明者 （電話番号）

「◎◎邸解体工事」木造（２階建）建築物の解体　他○件 〇年 4 月 〇年 12 月

〃 「○○ビル解体工事」ＳＲＣ（３階建）構造物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「◇◇マンション解体工事」ＲＣ造（４階建）建物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「××邸解体工事」軽量鉄骨（３階建）建築物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「☆☆邸解体工事」木造（平屋）建築物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「▽▽工場解体工事」鉄骨（５階建）構造物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「□□邸解体工事」プレハブ（２階建）建築物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「★★邸解体工事」木造（２階建）建築物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

〃 「◆◆倉庫解体工事」軽量鉄骨（３階建）建築物の解体　他○件 〇年 1 月 〇年 12 月

年 月 年 月

（株式会社△△の建設業許可番号　石川県知事（般-〇）第〇〇〇〇〇号） 年 月 年 月

合計 満 年 月

記載要領
1  この証明書は、被証明者１人について、証明者別に作成すること。
2  「実務経験の内容」の欄には、従事した主な工事名、解体した建築物等の構造等を具体的に記載すること。
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〇〇〇年〇月〇日金沢　太郎
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注意事項
建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律）施行後（平成13年5月30日以降）の実務経験に関しては、

建設業許可業者もしくは解体工事登録業者に勤務している期間でしか実務経験として認められませんので、ご注意ください。
（建設業許可番号もしくは解体工事業登録番号がお判りであれば、余白にご記入いただきますようお願いいたします。）


